
報告日 令和7年8月25日

報告回次 2日目

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 藤丸　伸和

担当者部署(属性) その他 担当者部署名 教育政策課教育DX推進室 連絡先電話番号 0776-20-0766

担当者役職 主任 担当者氏名 木村美奈子 連絡先E-mail 　

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail 　

１－３．支援を求める内容

支援方法 職員向け啓発・研修（単独） 事業名

概要

支援を求める

分野

２．地域情報化アドバイザー派遣実績

２－１． 期日・支援内容の変更あり 受付番号 変更後の派遣日 変更後に実施した支援内容 実地/オンライン

対応日・時間 無 K-061

派遣日予定日（申請書より） 支援内容（申請書より） 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分）

令和7年8月20日 講演(実地) 13時25分 15時00分

活動時間（分） 95

２－２． 会場名 最寄駅 春江駅

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 福井駅から公用車にて移動

３．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

４．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

４－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】 合計人数 26人

属性 自治体職員 住民 企業・団体 その他(学生など）

人数 26

４－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

令和７年度　地域情報化アドバイザー制度活用報告書

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

福井県教育委員会

910-8580　福井県福井市大手３丁目１７番１号１１階

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

井上　勝

大変良い

上記評価の理由
（どのようなと
ころがよかった
か等詳細に）

福井県教育委員会が実施する研修の目的などをご理解いただき、井上先生ご自身の教員としての経験を踏まえて先生方にお話
をしていただきました。研修に参加された先生方は、井上先生のデジタル・デバイド解消のお話でマインドセットされていま
した。

福井県立学校教員対象に、教育DXのためのリスキリング研修を実施する

人材（ＤＸに関する知識習得・研修・育成） デジタルデバイド対策 ICT活用広報 その他

デジタル・デバイド解消のための研修

授業や校務におけるICTの活用は日常の一部となっているものの、福井県内の特に５０代以上の先生
の中には、ICTの活用に対して不安や課題を感じているという課題がある。

研修により、福井県のICTを苦手とする教員がマインドセットされ、ICTを授業や校務に活用するよ
うになること。

アドバイザー
への要望事項

ICTが苦手であるという先生の心に届くマインドセットの講演をしていただきたい。

福井県教育総合研究所

福井県坂井市春江町留上緑８－１



アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

４－４．事業の最終的な目指す姿

５.報告書に関しての地域情報化アドバイザーホームページ「派遣事例」への掲載許可

掲載許可

なお＜その他＞を選択した場合、具体的な記入が必要となりますのでご注意下さい

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG等）」を数枚程度貼り付けて下さい。

https://www.r-ict-advisor.jp/cases-case-
good_practices/past_year_all_houkoku/○掲載可

DX教育とは何か、からデジタル・デバイドの説明、そしてこれから先生方がどうあるべきかをご教
示いただいた。DX推進の壁は壊すものではなく溶かすものであったり、成功の反対は失敗ではなく
何もしないこと、老害とは変わろうとしないこと、デジタル・デバイドだけではなく今後AIデバイド
が顕著化していくこと、アナログ（ベテラン）とデジタル（若手）のベストミックスが不可欠だと教
えていただいた。

全くICTを活用していないのではないが、これで良いのか不安な先生方が参加をされており、その多
くは何とかしたいという思いで今回の研修に参加をされている。その思いを井上先生はよくご理解し
ていらっしゃり、講演の最後に生成AIで作成された、先生方への応援歌を披露してくださり、どの先
生もしっかりとマインドセットされていた。

研修に参加される先生方が、マインドセットされて実際にICT活用に積極的になること。

４－３．今後の計画 最も当てはまるものリストより選択下さい ⑤その他

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

井上先生のお話でマインドセットされた先生方が、今後授業でICTを活用され、校務でも新端末操作
に慣れていくこと。

これから研修に参加された先生方は、それぞれの良さを生かしつつ授業や校務でICTを活用していく
ことになる。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

アンケートの結果、井上先生の講演は肯定的回答が100％（とてもそう思う・どちらかといえばそう
思う）でした。とても勉強になったというお声をいただいています。そして、早速ご紹介されていた
アプリを使い始めてみたという先生もいらっしゃいます。

１２月の研修ⅡではICTを活用した授業案作りの研修を実施する。
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